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第 3回防衛問題セミナー

北関東防衛局では、広く国民の皆さんに安全保障や防衛の問題につい
て御理解をいただくため、防衛問題セミナーを開催しています。
９月14日には、「テロに立ち向かう自衛隊」をテーマとして第３回防
衛問題セミナーを開催しました。
このセミナーでは、防衛省、外務省の課長クラスの担当者だけでなく、
インド洋での活動に従事した海上自衛官が、北関東防衛局長とともに、
テロ対策について国際社会及び我が国の取組を説明しました。
約450人の方々に来ていただき、今回のテーマへの関心の高さが感じ
られました。
これからも、こうした企画を積極的に行ってまいります。
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テロ対策のためインド

アフガニスタンを再びテロの温床としないための国際的な努力

国際社会はタリバンやアル・カイダ等の掃討作戦など軍事的な活動の
ほか、テロ資金対策、航空保安、出入国管理、税関、治安など広範な分
野で活動

・アフガニスタンとその周辺地域で40カ
※

国以上が活動
※NATO加盟国（全26カ国）の他、オーストラリア、ニュージーランド、韓国、
スウェーデン、フィンランド、スイス、モンゴル等が部隊を派遣

・国境警備、空域監視、陸上での掃討作戦などテロの取締り活動を実施

・武器の流入阻止、麻薬売買による資金流入の阻止、テロリスト入国の
抑止のため、パキスタン、アメリカ、フランス、ドイツ、イギリス、
カナダ、ニュージーランドの各国が海上での取締り（無線照会、立入
検査）、それを阻止する活動を実施。
・日本は、各国の艦船に燃料、水を補給して支援

補給活動中の海上自衛隊の補給鑑（右の船）

左：押収された武器

右：押収された大麻

補給作業中の海上自衛隊の補給鑑（左の船）

海上での活動

陸上での活動
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洋で活動する自衛隊

・海上阻止活動：広範な海域での常時監視が前提。 そのためには洋上
補給が不可欠
・洋上補給：高い技術と能力が必要。洋上補給を長期間・安定的に実施
できる国は限定されている。

（平成 19年 8月 30 日現在）海上自衛隊による補給の実績

770 48 220回 約 万 約 億円艦船用燃料 KL

艦艇搭載
ヘリコプター用燃料 回 約 約 万円KL

回 約 t 約 万円水

※平成19年8月現在までの経費 約221億円
（ ）参考：湾岸戦争時の日本の支援約130 億ドル 約1兆 3千億円（ ）

、 。※ 数値は現時点における概算・速報値であり レート等により変わりうる
（参考）海上自衛隊自身が活動するために必要な経費や航空自衛隊の活動経費
を含めると、全体で約585億円が執行されている （平成19年6月30日現在）。

5,63096065

119 6,530 696

航空自衛隊は平成13年11月以降、在日米軍基地
間の国内輸送とグアム方面への国外輸送を実施
累計の空輸実績　計372回、約3356.0t

海上自衛隊の活動
・洋上補給のため、補給艦（1隻）と護衛艦（1隻）を派遣

これは各国が派遣している補給艦のうち、約4分の1に相当。

航空自衛隊輸送機による空輸活動
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北関東防衛局の業務紹介北関東防衛局の業務紹介

北関東防衛局は、防衛施設行政を行っていた旧東京防衛施設局と自衛隊が使
用する航空機や車両といった装備品などを調達する旧装備本部東京支部が統合
される形で9月1日に発足しました。
この号では、旧装備本部東京支部の業務を引き継いだ調達部装備第1課、装

備第2課及び宇都宮防衛事務所を紹介します。

業 務 内 容

自衛隊が使用する装備品等の調達については、契約金額が小さい、あるいは
特に緊急に必要のある場合などの特別なときを除き、防衛省装備施設本部が一
元的に契約し、その調達をすることとしています。
しかしながら、装備品等の多くは、特別な仕様に基づいて製造することにな

るため、その監督や検査などの業務は、その製造工場などで行うことが必要で
す。これらの監督、検査といった業務については、地方防衛局が行うこととさ
れ、北関東防衛局では、管内の1都7県に所在する企業との調達契約の履行が
適正に行われているかどうかの確認業務を行っています。

各課、事務所の担当

改編に伴う看板の掛け替え

（装備第１課：十条）

（ ）AH-64D 戦闘ヘリコプター

（ ）宇都宮防衛事務所：栃木県

管轄区域 担当する装備品等の主な品目 そ の 他

装備第１課 茨城県 群馬県 チャフロケット弾、高機動車、 契約企業数：、 、
埼玉県 千葉県 戦闘服、作業服、天幕 約350～400社、 、

、 、東京都 新潟県
装備第２課 長野県 航空機ジェットエンジン 監督・検査件数：

自動警戒管制システム 約8,000件／年

宇都宮防衛事務所 栃木県 戦闘ヘリコプター、多用途ヘリコ
プター、初等練習機

高 機 動 車

（装備第１課：十条）


